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発

刊

の

こ

と

ば

籔
螺
懸

蝶
強
鷺

酒

井

正

敏

史
資
料
集
の
完
結
編
と
し
て
の
第
4
巻
が
、
第
3
巻
に
つ
い
で
発
刊
の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
史
書
の
編
纂
に
当

っ
て
、
史
資

料
は
そ
の
根
底
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
史
資
料
の
公
開
と
保
存

は
必
須
の
要
件
で
も
あ
り
ま
す
。
全
三
巻

に
わ
た
る
資
料
編
が
、
じ

ゅ
う
ぶ
ん
に
活
用
さ
れ
後
学
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

町
史
第
3
巻
資
料
編
H
の
編
纂

に
当
り
、
史
資
料
が
多
く
、
予
定

の
約
二
倍
に
な
り
、
削
減
す
る
こ
と
も
忍
び
が
た
く
、
編
纂
委

員
会

に
お
い
て
協
議

の
結
果
、
分
冊
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
第
4
巻
資
料
編
皿
を
設
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
編
纂
に
、
ご
協
力
く
だ
さ

っ
た
町
内
、
町
外
の
多
く
の
方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
編
纂

に
は
、
た
く
さ
ん
の
資
料
を
扱

っ
て
、
こ
つ
こ
つ
目
立
た
ぬ
仕
事
に
取
組
ま
れ
た
方

々
の
蔭

の
力
も
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

全
三
巻
の
資
料
編
は
、
原
始

・
古
代
よ
り
現
代
に
わ
た
る
も

の
で
、
私
達

の
次
の
世
代

に
残
す
大
き
な
贈
り
物
に
な
る
と
思

い
ま

す
。な

お
、
総
集
編
と
し
て
の
、
第

一
巻
通
史
編
に
つ
き
ま
し
て
は
、
目
下
編
纂
中
で
、

一
流
の
執
筆
陣
に
よ
る
決
定
版
に
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
多
く
の
皆
様
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、
矢
吹
町
の
現
在
ま
で
の
う

つ

り
か
わ
り
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
町
史
編
纂
事
業
の
最
初
か
ら
、
多
年
に
わ
た
り
編
纂
委
員
長
と
し
て
御
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
前
教
育
長
小
林
重
孝
先

生
に
深
甚
な
感
謝
を
申
し
上
げ
発
刊

の
こ
と
ぽ
と
い
た
し
ま
す
。

昭

和

五

十

四

年

二
月



目

次

口

絵

発
刊
の
こ
と
ば

凡

例

矢
吹
町
教
育
委
員
会
教
育
長

矢
吹

町

史

編
纂

委

員

長

酒

井

正

敏

第
五
編

近

代

Ⅱ

3

 

三

教
育

・
文
化

5

 

1

学
事
統
計

5

 

2

学

校

40

 

3

青
年
会

・
等

96

 

4

ス
ポ

ー

ツ

・
文

化

102

 

5

農

場

115

 

四

社
会
生
活

125

1

生

活

125

 

2

警

察

・
消

防

141

 

3

衛

生

162

 

4

災
害

・
救
済

169



5

社
会
運
動

199

 

6

戦
争
と
生
活

219

 

解

説

278

 

第
六
編

現

代

285

 

一

政

治

287

 

1

議

会

287

 

2

行

政

300

 

(1)

行
政

一
般

300

(2)

行
政
機
構

320

 

3

財

政

328

 

4

地
域
振
興

348

 

二

町
村
合
併

368

 

三

産
業

・
経
済

408

 

1

統

計

408

 

(1)

土

地

408

(2)

人

口

・
職

業

415

(3)

生

産

419

 

2

農

業

442

 

(1)

農
政
と
農
業
経
営

442

(2)

農
業
団
体

495

(3)

開

拓

と

用

水

511

 

3

商

工

業

535

 

4

交
通

・
通
信

547

 

四

教
育

・
文
化

567

 

1

新
教
育
体
制

567



(1)

六

・
三

・
三

制

567

(2)

教
育
委
員
会
制
度

583

(3)

P

T

A

589

 

2

学
校
教
育

597

 

(1)

小

学

校

597

(2)

中

学

校

618

(3)

幼

稚

園

629

 

(4)

高
等
学
校

636

(5)

研

修

所

644

(6)

講

習

所

646

 

(7)

大

学

647

(8)

学
校
給
食

654

 

3

社
会
教
育

661

 

(1)

講
座

・
学

級

等

661

(2)

ス

ポ

ー

ツ

676

(3)

公

民

館

689

 

(4)

社

会

活

動

698

 

4

文

化

710

 

(1)

文
学
活
動

710

(2)

文
化
活
動

731

(3)

地
域
広
報
紙

742

 

(4)

宗

教

・
信

仰

745

 

五

社
会

・
生
活

785

 

1

生

活

785

 

(1)

自

治

785

(2)

生

活

791

 

2

警
察

・
消
防

810

 

3

保

健

823

 

(1)

保

健

823

(2)

衛

生

839

(3)

環

境

844

 

4

災

害

・
救

済

856

 

5

社
会
福
祉

862

 

6

社
会
運
動

873

 

解

説

900



所
載
資
料
目
録

917

 

資
料
提
供
お
よ
び
協
力
者

965

 

矢
吹
町
史
編
纂
関
係
者

968

 

題
字
/
矢
吹
町
長

仲
西

藤
次

装
幀
/
宗
像
喜
代
次



凡

例

一
、
こ
の
巻
は
、

「矢
吹
町
史
」
第
4
巻

資
料
編
皿
で
あ
る
。
第
五
編
近
代
H
、
第
六
編
現
代
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
、
第
五
編
近
代
は
、
戊
辰
戦
争
を
経
て
の
明
治
初
年
か
ら
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
前
後
ま
で
と
し
た
。

三
、
第
六
編
現
代
は
、
第
五
編
を
う
け
て
戦
後
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
た
が
、
内
容
に
よ
っ
て
は
、
昭
和
五
十

二
度
ま
で
に
及
ん
だ
も
の
も
あ
る
。

四
、
第
五
編
近
代
は
、
「
政
治
」「
産
業

・
経
済
」「
教
育

・
文
化
」「
社
会
生
活
」
の
大
項
目
に
分
け
、
さ
ら
に
、
中

.
小
項
に
分
け
た
。

五
、
第
五
編
近
代
の
う
ち
、
「
政
治
」

「産
業

・
経
済
」
は
、
前
巻
第
3
巻
資
料
編
H

に
集
録
し
た
。

六
、
第
六
編
現
代
は
、
「政
治
」
「
町
村
合
併
」
「
産
業

・
経
済
」
「教
育

・
文
化
」
「社
会
生
活
」
の
大
項
目
に
分
け
、

さ
ら
に
、

中

・
小
項

に
分
け
た
。

七
、
編
集
に
当

っ
て
各
編
と
も
次
の
通
り
と
し
た
。

ω

資
料

の
採
録
は
、
原
則
と
し
て
原
本

に
よ
る
も

の
と
し
た
が
、

一
部

「福
島
県
史
」
「福
島
県
教
育
史
」
「
国
見
町
史
」
な
ど

か
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
が
あ
る
。

②

個
別
解
説
は
、
紙
頁
の
都
合
で
困
難
と
な

っ
た
の
で
、
最
低
必
要
部
分
に
と
ど
め
、
前
後
の
関
係
な
ど
読
者
に
不
明
な
部
分

な
ど
に
つ
い
て
は
注
を
付
し
た
。

㈲

各
編
ご
と
に
、
各
資
料
に
通
し
番
号
と
標
題
を
付
し
た
。
表
紙
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
標
題
の
あ
と
に
次
の
よ
う
に
記

し
た
。

(表
紙
)

]

L



ω

各
資
料
の
末
尾
に
は
、
所
蔵
者
名
、
出
典
な
ど
を

〔

〕
内
に
記
し
、
綴
簿
冊
刊
行
本
の
場
合
は

「

」
の
内
に
そ
の
名
称

を
記
し
た
。

⑤

変
遷

・
統
計
な
ど
数
種
の
原
資
料
か
ら
編
者
が

一
覧
表
な
ど
に
ま
と
め
た
も
の
は
、
そ
の
出
典
な
ど
末
尾
に
明
記
し
た
。

⑥

各
編
ご
と
末
尾
に
解
説
を
付
し
た
。

八
、
資
料
の
集
録
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し
て
つ
と
め
て
原
資
料
に
そ
う
よ
う
に
し
た
。

ω

異
字

・
異
体
は
、
原
則
と
し
て
正
字
に
改
め
、
当
用
漢
字
の
あ
る
も
の
は
そ
れ
に
よ

っ
た
。

②

文
意
の
通
じ
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
誤
字
、
当
て
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
右
側
に

(
マ
マ
)
と
付
し
、
疑
問
の
箇
所
に
は

(
ヵ
)
を
付
し
た
。

③

欠
損
箇
所
で
判
読
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
口
あ
る
い
は
[

目
を
も

っ
て
示
し
、
原
資
料
の

一
部
を
欠
く
も
の
に
つ

い
て
は
、
(前
欠
)
・
(後
欠
)
・
(欠
)
と
記
し
た
。

ω

紙
頁
の
都
合
で
関
係
の
薄

い
部
分
を
省
略
し
た
場
合
は

(略
)
と
記
し
た
。

㈲

印
章
は
、
角
印
圃
、
丸
印
は
㊥
と
し
文
字
に
か
か
る
印
章
は
團
、
判
読

で
き
る
印
章
で
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は

圃
と
し

(

)
の
内

に
印
文
を
記
し
た
。

　

　

⑥

原
資
料

に
な
く
、
編
者
が
記
入
し
た
、
注
、
付
記
な
ど
に
は

(

)

〔

〕
を
付
し
、
原
資
料
と
区
別
し
た
。

九
、
本
巻
発
行
に
あ
た
り
、
資
料
所
蔵
者
及
び
資
料
調
査
協
力
者
の
方
々
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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